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hostname（IKEv2 キーリング）
インターネットキー交換バージョン 2（IKEv2）キーリングのピアのホスト名を指定するには、
IKEv2キーリングピアコンフィギュレーションモードで hostnameコマンドを使用します。ホス
ト名を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

hostname name

no hostname

___________________
構文の説明

ピアの名前。name

___________________
コマンドデフォルト ホスト名は指定されません。

___________________
コマンドモード IKEv2キーリングピアコンフィギュレーション（config-ikev2-keyring-peer）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)T

このコマンドがCisco IOSXERelease 3.3Sに統合されました。Cisco IOS XEリリース 3.3S

このコマンドがCisco IOSRelease 15.2(4)Sに統合されました。15.2(4)S

___________________
使用上のガイドライン IKEv2キーリングを設定する場合は、このコマンドを使用して、次のようなホスト名によりピア

を識別します。

• IKEv2アイデンティティから独立している。

• IKEv2イニシエータ上でのみ使用できる。

•ピアを識別するセキュリティアソシエーションのセットアップ要求の一部として、IKEv2に
より IPsecに対して提供されている。

•クリプトマップのみを使用し、トンネル保護を使用せずにピアを識別するために使用され
る。
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___________________
例 次に、IKEv2キーリングを設定する際にピアのホスト名を設定する例を示します。

Router(config)# crypto ikev2 keyring keyring-1
Router(config-ikev2-keyring)# peer peer1
Router(config-ikev2-keyring-peer)# description peer1
Router(config-ikev2-keyring-peer)# hostname peer1.example.com

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IKEv2キーにおけるピアの IPv4アドレスまたは
範囲を指定します。

address（ikev2キーリング）

IKEv2キーリングを定義します。crypto ikev2 keyring

IKEv2キーリングの IKEv2ピアまたはピアグ
ループの説明を記述します。

description（ikev2キーリング）

アイデンティティの IKEv2タイプによりピアを
識別します。

identity（ikev2キーリング）

キーリングのピアまたはピアグループを定義し

ます。

peer

IKEv2ピアの事前共有キーを定義します。pre-shared-key（ikev2キーリング）
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